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論　　文　　の　　要　　旨
　ショウジョウバエにおいてはヨ自然集団に保有される染色体を，既知の、標識遺伝子や染色体逆
位を組合せて作った染色体と置換することによって。自然集団がもつ遺伝的変異を染色体ごとに分
解して調べることが可能である。
　著者はカーリー1プラム法（第2染色体にカーリーとプラムの標識遺伝子をヘテロにもつ）を用
いて，キイロショウジョウバエの石垣島集団の第2染色体をホモにもつ74のラインを作り，その全
部についてカウンター1カレント装置、チューブ装置およびメイズ装置の三つを便って成虫の歩行
ならびに走光性行動を測定した。その結果青これらの行動形質においてヨすべての実験で雌雄問（r＝
0．56～O．86）ならびに親子問（r＝O，68～O．81）に高い正の相関がみられた。またヨ行動得点はど
の実験においても一山型の連続分布となり、それがライン問で有意な差を示すことが明らかにされ
た。これらの事実からヨキイロショウジョウバエの自然集団には、歩行ならびに走光性行動に関す
る多くの遺伝的変異が保有されていること、およびヨこれらの行動形質が相加的量遺伝子に支配さ
れていることが明らかになった。
　次に著者は。別途用意されたヨ1雌由来の110の系統から代表集団を作り、メイズ装置を用いて走
地性と走光性行動の選抜実験を行ない，同時に，これらの行動形質の遺伝機構を解析した。おのお
のの行動について正負両方向に36代にわたって選抜をくり返した後，選抜後の実験集団とテスター
系統（3対の染色体にそれぞれ標識遺伝子が入ってレ）る）とを種々の組合せで交配し，両者の染色
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体をいろいろに組合せてもつ8通りの遺伝子型の子孫を作った。ついで害それぞれの遺伝子型につ
いて行動を測定しう行動の遺伝子型（こ染色体の組合せ）による違いを調べた。この実験は行動に
関して3対の染色体がそれぞれどの程度寄与しているかを推定するためのものである。
　これらの実験から，当初単一の集団を構成し一山型の行動得点を示した個体群がヨ選抜によく反
応しヨ36代選抜を受けた結果走地性ラ走光性ともに正負両方向にいちじるしく分岐することがわかっ
た。行動形質の実質遺伝率は走地性で2～5％ヨ走光性で約3％であった。染色体寄与率の実験で。
行動に関して染色体問に相互作用がほとんどみとめられないので，これらの行動は相加的量遺伝子
の支配を受けていると考えられる。量遺伝子は3対のすべての染色体に分布しておりラ染色体ごと
の寄与の度合いは，走地性の場合は第2と第3染色体がほぼ同じ程度でう第2‡第3＞第1の順ヨ
走光性の場合は第1≧第2＞第3＞である。
審　　査　　の　　要　　旨
　ショウジョウバエは，一般的に遺伝学的によく研究されておりヨまた行動解析の手法もニヨ三開
発されているところから、近年かなりの研究者がこの領域を手がけている。しかし，従来の研究は
一つの実験装置だけから得られた結果を個々に報告したものが多く，またラ実験装置の不傭や解析
不充分などの理由から，同種のハエを便っていながら結果がまちまちである等の問題が残されてい
た。
　本研究においてはヨまず実験装置に改良を加えておりヨ実験に三種の装置を平行便用して得られ
た結果を比較検討するなどの進歩がみられる。さらに長期問にわたる選抜実験を行ないヨ畜積され
た遺伝的変異を利用して行動の遺伝機構を正確に解明した点は大変すぐれている。染色体の寄与度
についてはヲ従来の報告が性染色体（第1）と常染色体（第2と第3）に分けて論じるにとどまっ
ていたのをヨ本実験では3対のすべての染色体に分解して相加的効果を論じた点ヨおよびう分析効
果が60％以上という高い精度は特筆に価する。各染色体の寄与度を実測値と計算値を対比させ（よ
く合ってレ）る）吟味した点にも苦心がうかがわれ，実験結果の信頼性を一層高めている。
　研究の進め方についてはヨまず自然集団から行動の遺伝的変異を抽出しラ比較的簡単な装置で歩
行行動を測定し。逐次複雑な行動測定へと展開していった手法も妥当である。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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